
役員等の人事について（お知らせ）
総研レポート「学校給食への地場産野菜
供給に関する調査」掲載

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

開かれた社会へ

最近，久しぶりに会った学生時代の友人数人とじっくり話をする機会があったが，そこ

では，年金，医療，道路，特別会計など行政への批判から，耐震偽装や食品偽装など民間

企業に対する不信に話題が集中した。「どうして日本はこんな社会になったのか？」とい

ぶかり，嘆くことしきりだった。これに加えて，原油や穀物の価格高騰という以前には考

えられなかったような事態が現出しているし，サブプライム問題に端を発する世界の経済

金融も先行き不透明感が増している。地球環境問題も待ったなしの状況だ。そして，これ

ら山積する難題に十分対処しきれていない日本社会に，ある種の閉塞感を感じるというこ

とでは全員の意見が一致した。友人の一人は「日本は演歌型の社会だ」と言う。彼は，日

本の社会に渦巻く不信感の連鎖は，「癒着」「談合」「隠蔽」といった言葉に表されるよう

な「仲間内」の便宜を図る「内向き社会」から抜けきれないことが原因だと言う。仲間や

身内を思いやる気持ちは強いが，自分自身が社会を形成する一員であり当事者だとの認識

が乏しい。自らの仕事が社会にどういう影響を与えるかとか，社会のなかで自分たちがど

ういう役割を担っていくべきか，といった発想が欠落していると言うのである。そう言え

ば，社会の厳しさ，悲しさ，はかなさを切々と歌い，変わらぬ固い結束を誓うといった演

歌特有のムードのなかには「情」はあっても「公」とか「理性」といったものは感じられ

ない。閉塞感漂う日本社会の姿と演歌とは確かによく似ていると感じ入った次第だ。

しかし，今やかけがえのない地球環境を守り，そこに生きる多様な生物を守り，様々な

民族や国家と平和に共存・共生することが求められている。また，バリアフリーやノーマ

ライゼイションという言葉に表されるように，高齢者や体に障害のある人などが一般の人

と支障なく同じ生活区域で活動できるような社会環境整備も期待されている。拡大する格

差社会の是正も急務であり，若年労働者が夢を持てるような社会を築くことも課題となっ

ている。そこに共通するキーワードは共存・共生である。友人のたとえになぞらえれば，

世界のあらゆる人々との連帯と共生をめざす「オーケストラ型の社会」に変身していくこ

とが日本社会に求められているのではないか。

戦後は，産業復興と生活水準の向上が国家の目標だった。物質的な充足を優先した時代

にはうまく機能した行政と産業界との連携も今や限界を示している。これからは消費者た

る個人としての国民生活に軸足を置いた行政の采配が求められ，産業界も利用者の立場に

立った財サービスの提供が大切であり，それは使命でもある。また，個人も現在の豊かさ

の質を見直すことが必要だ。生活習慣病を引き起こすような，環境負荷の高い，利便性に

過度に依存したライフスタイルは好ましいものではないだろう。そして，何よりも個人が

組織に埋没せず，自立した個人としてそれぞれの現場で高い意識を持って仕事に取り組む

ことが大切だ。我々，協同組合組織の活動に境界はない。「一人は万人のために，万人は

一人のために」。協同組合組織の強みを大いに発揮したい。

（（株）農林中金総合研究所 取締役企画総務部長　都　俊生・みやことしお）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2008年７月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・国際コメ価格高騰のメカニズム

・英国の食料安全保障政策と日本

・稲作経営の現状と今後の見通し

・オーナー制度を活用して都市住民との交流を図る

――栃木県茂木町――

・中山間地域の稲作経営

――宮城県丸森町の事例――

・米政策改革の動向

――米価下落等影響緩和対策を中心に――

・漁協組合員アンケートにみる漁業の現状と課題

【協同組合】

・厳しい林業情勢の中で低コスト林業経営を目指す

森林所有者

――平成19年度森林組合員アンケート調査結果より――

・苦境にある漁業者と漁協の現状

・環境保全型農業で生き残りを目指す

――JA土佐れいほく園芸部ＩＳＯ部会――

・支店を核に組合員組織活性化に取り組むＪＡ福岡市

・森林組合員の林業経営意識と組合経営の課題と展望

――組合員アンケートの結果を踏まえて――

【組合金融】

・集落営農組織への農協の金融対応の現状と今後の課題

――「水田・畑作経営所得安定対策」導入初年度の

対応事例から――

【国内経済金融】

・改正貸金業法と多重債務問題

・住宅ローン実行後のクロスセルを進める静岡銀行

・職員の能力向上と専門家の活用をはかる高松信金

――地域金融機関と相談業務の推進態勢――

【海外経済金融】

・米国ドル中心の通貨システムの現状と不安

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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